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【１】学校の概要 
 
１．基本情報 
 
（１）学校名：中日本自動車短期大学（なかにほんじどうしゃたんきだいがく） 
 
（２）所在地：岐阜県加茂郡坂祝町深萱 1301 

※名鉄新鵜沼駅、JR美濃太田駅それぞれから無料バスを運行 
 
（３）設置者：学校法人神野学園 

※同学園校：岐阜医療科学大学（関市・可児市）、 

中日本航空専門学校（関市） 
 
（４）設立年：１９６７年 
 
（５）設置学科：①自動車工学科       （１学年あたり） ２００名  ２年制 

②モータースポーツエンジニアリング学科 ３０名  ３年制 

③専攻科一級自動車整備専攻         20名  ２年制 

④専攻科車体整備専攻               ４０名  １年制 

            ⑤留学生別科                       50名  １年制 

※ ①と②の学科では卒業時に国家資格２級自動車整備士の

受験資格が得られます。 

                ③では１級自動車整備士、④では車体整備士の受験資格

が得られます。 

 

２．経緯 
 
・1969年・・・初めての外国人留学生の受け入れ 
 
・1988年・・・中国汽車工業総公司を通じ技術者や教員の研修受け入れ開始 
 
・1998年・・・初めて国外から直接外国人留学生を受け入れ 

           ※中国第二汽車製造廠と関係のある湖北汽車工業学院から受け

入れました。 
 
・2000年・・・上海に事務所開設 （学園として） 
 
・2000年・・・イタリア国立フェラーリ工業専門学校との姉妹校提携 
 
・2001 年・・・中国シルクロード（敦煌-ウルムチ）におけるソーラーカー実験プ

ロジェクト主催 
 
・2005年・・・留学生別科開設  
 
・2009年・・・国際自動車工学科開設 （～2017年まで） 
 
・2014年・・・ベトナムで日本語学校開設 （学園として）  
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３．現況（10月 1日現在） 
 
（１）留学生数： 

在学生数 264名（休学者を除く） 

自動車工学科    255名 

モータースポーツエンジニアリング学科    ２名 

一級自動車整備専攻      １名 

留学生別科        6名 
 
（２）国別人数： 

ネパール 98名・ベトナム 94名・中国 38名・スリランカ 12名 

      他にミャンマー、バングラデシュ、インドネシア、マレーシア、フィリピン、台湾 

 

 

 

 

 

 

 
  
（３）国内生、国外生の区別： 

２６４名中、254名が国内の日本語学校や別科からの進学 
 
（４）入学生の日本語レベル： 

自動車工学科・MSE学科＝N2 レベル  留学生別科＝N4 レベル 
 
（５）募集対策： 

日本語学校・大学展・オープンキャンパス （友人や知人からの「口コミ」） 
 
（６）留学生の居住地： 

愛知県在住と岐阜県在住が大体半々 

※学校近隣の坂祝町・美濃加茂市在住者は全体の３分の１ 
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４．受入れ体制 
 
（１）在学生のフォロー体制： 

クラス担任、学務課、留学生センターなど 
 
（２）住まい： 

大学経営の学生寮（２か所）、 

近隣の指定アパート（留学生総合住宅保証制度活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

留学生センター                      学生寮 
 
（３）経済支援： 

全ての留学生を対象として留学生授業料減免制度（平均約２０％減免） 
 
（４）日本語教育： 

一般日本語科目、専門日本語科目、留学生に特化したビジネス関係の 

科目 

※日本語が専門の教員が専任教員で３人、非常勤教員が７人 

 

 

 

 

 

 

 

 

      日本語教育 
 
（５）現地との連絡： 

上海事務所、ハノイの学校を通じ対応 
 
（６）その他： 

地域の在住外国人を対象とした日本語講座「なかにほん・にほんごあか

でみい」主催 

※月３万円で留学生別科の正規日本語科目をほとんど全て受講可能 
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【２】留学生の就職状況について 
 
１．背景 
 
（１）主な就職先・・・２級自動車整備士を中心とした自動車のアフターサービス

業界での就職 
 
（２）業界の事情・・・若者の車離れ、業界の人材不足、自動車技術の高度化

（車検方法の改定） 

※外国人留学生に対する求人意欲は年々強くなっています 

 

２．支援体制 
 
（１）本学の後援会組織「日本ライン会」（約２00社）による学内企業説明会 

    ※８割の企業が留学生も採用可、または相談可能 
 
（２）留学生に特化した学内の就職指導（ガイダンス）を複数回実施 

 

 

 

 

 

 

 

            学内企業説明会                 ガイダンス 
 
３．具体的な状況 
 
（１）2021年 3月卒業予定者（内定）10月 1日現在 

①（別科除く）来春卒業予定者１１８名（未確定）のうち 109名が就職を希

望し、そのうち 100名の就職先が内定しています 

②約９割が自動車メーカー系の自動車ディーラーの整備部門です。 

③愛知県に本社を置く企業に内定した者が最も多く、84名です。 
 
（２）２０２０年３月卒業生 

（別科除く）卒業生 62名  日本国内就職者５８名（進学１名 帰国３名） 
 
（３）２０１９年３月卒業生 

（別科除く）卒業生 56名  日本国内就職者５１名（進学２名 帰国３名） 
 
（４）岐阜県内企業への留学生の就職は、数の上では少ない。徐々に実績が出

てきている。 

 

４．就職後の反応 
 
・企業側、学生側双方について、後で述べます。  
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【３】コロナウイルス感染症拡大の影響（及び課題）について 
 
１．就職関係について 
 
（１）来春卒業生について、自動車整備関連の求人状況は変化ありません。 

製造業関連では減少、または早めに終了の印象があります。 
 
（２）現１年生について、学内企業説明会や就職ガイダンスを可能な限り、実施

する方針です。 
 
（３）今後、オンライン面談、面接が広がると、学生が十分に企業研究できなかっ

たり、選考で不利になったりするのではないかと懸念しています。 

 

２．経済面について 

※本学では４月・５月は休校、遠隔授業。６月から対面授業を実施しています。 
 
（１）留学生のアルバイト・・・アルバイト先は、外食産業及びコンビニが多いため、 

休業、営業短縮の影響を大きく受けています。 
 
① 特に４月・５月のアルバイトの給料が減少した者が多い。 

② 本学では６月・７月の土曜日と、夏休みの一部に授業の補講をおこなっ

たため、例年に比べるとアルバイトをする時間が減っていると思われる。 
 
（２）当面の生活はなんとかしのいでいる感じがあるが、学費の支払いが問題に

なっています。 
 
（３）留学生が申請可能な各種公的支援制度について、大学側でまとめた資料

を作り、学費の支払いに困っている学生に積極的な活用を求めました。一

部の学生が利用できた模様です。 
 
（４）今後は、後援会からの特別な支援金や、学校独自の貸付制度を学内で検

討しています。 

 

３．その他 
 
・ 一時帰国者で日本へ戻れないでいる者（休学中）、新規入学予定者で未入

国の者がいます。 
 
・ 新規入学予定者で未入国の者８名に対しては、現状、オンラインで授業を行

っています。この８名は、すでに現地の大使館にビザ申請をし、早期の来日を

目指しています。 
 
・ 今後、入国者の１４日間の隔離が必要となりますが、大学の現場としては、そ

の対応に苦慮しております。 
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【４】「外国人材活躍と多文化共生の推進」についての課題と問題点 
 
（１）企業と外国人材のマッチング機会について・・・本学では学内で企業説明

会を実施し、外国人留学生の採用可否についての情報も含めた資料も作成

しています。企業側の採用意欲も強いので、留学生にとっては比較的恵まれ

ていると思われます。ただし、業界・職種は限られています。この点は課題です。 
 
（２）留学生から見た就職後のミスマッチ・・・多くの学生はよく職場になじみ、活

躍していますが、一部で、職場環境、仕事の内容、待遇面などのミスマッチが

あります。周囲の動きを見て、あせって早く決めてしまうなど、就職活動の段階

で十分に企業理解、職場理解ができていない現状があると考えられます。 
 
（３）企業側から見た採用後の反応・・・多くの留学生は仕事への意欲が強いと

いうことで評価が高いです。一方、一層の日本語力の向上を望む声がありま

す。（顧客応対の日本語力や漢字を書くことなど） 
 
（４）岐阜県内での外国人留学生の就職が進むためには、まずは企業トップ始

め企業全体で前向きに留学生を受け入れる意志を持たれることが必要だと

思います。 
 
  ＊                   ＊                 ＊                  ＊ 
 
（５）留学生の場合、配偶者を呼び寄せるとか、日本で子育てをするなど、家族

で日本で暮らしたいという意向が強いように思います。それで、働くことだけで

なく、生活面全体でのサポートが他県より充実しているといいと思います。 

・住居賃貸の際の配慮（業者に対する施策・外国人に対する配慮） 

・車の運転免許取得や外国免許からの切り替えに対する配慮 

・市役所の市民向け書類や窓口対応などで「やさしい日本語」活用の推進 
 
（６）継続して岐阜県が外国人にとって住みたい土地（働きたい土地）であるた

めに・・・・ 

・岐阜県内の小学校、中学校、高校で、地域の身近な外国人の立場を理解

できるような多文化共生教育の充実を望みます。同時に、成人県民につい

ても同様の理解が進むような施策を取っていただき、誤った認識が少なく

なるといいと思います。 
 
  ＊                   ＊                 ＊                  ＊ 
 
（７）本学の実情から察して、留学生が在留資格から見た「留学」というくくりで

優遇措置を受けやすいのに対し、それ以外の外国人学生（「家族滞在」「定

住者」「永住者」など）への支援、配慮が置き去りになりやすいように思います。

今後の課題です。 

 

以上 


